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論集第8号（1992年）

マスウーディー著『黄金の牧場と宝石の鉱山』の

第三～第六章をめぐって（4）

竹　田 新

W（第五章の翻訳）

第5章　ダビデの子ソUモンの子レハブアム（Arkhubu　‘am）と彼の後に続くイスラエル人の諸

王の統治と、諸預言者一彼らの上に平安あれ一の話の要約

　（§107）ソmモソの死後、彼の子レハブアムがイスラxル人の王となり、その諸（＝12）支

族は彼のところに集まった（1）。その後、ユダ支族とベニヤミソ支族以外は、彼から離れてしまっ

た（2＞。彼は亡くなるまで、17年間王位にあった（3）。そしてヤmプアム（Y倣ubu‘am）が！e支

族の王となった（4）。彼は様々な事件や戦争を起こし、黄金と宝石でできた子牛を取り入れて、

それを崇めることに耽ったので、アッラーは彼を滅ぼし給うた（5）。彼は20年間N位にあった（6）。

彼の後、ソロモソの子レハブアムの子アビヤム（Abya）が3年間王位にあり、その後はアハブ

（Akhab）が40年問王位にあった（7）。彼の後はヨラム（YitrEm）が王となり、偶像、彫像、画

｛象を公然と崇めた（8＞。彼は王位に［8年間あり、その後は、アハズヤ（Akhaziya）が王位に】

1年間あった（9）Q

　（§108）その後アタルヤ（‘Ata｝iya）と呼ばれる女性がイスラエル人の王となり、ダビデの

子孫たちを刃にかけたので、1名の少年しか残らなかった（le）。イスラエル人は彼女のこの行為

を非難し、彼女を殺した（ll）。彼女は7年間／E位にあった（12）。その他の説もある。そして、ダビ

デの子孫で残っていたかの少年を王位につけ、その少年は7歳で王となった（13＞。彼は4◎年間王

位にあっtc　（14）。それ以下との説もある。彼の：後はアマツヤ（Ama＄iyE）が王となり、王位にあった

のは護29年間で、その後はウジヤ（‘Uziya）が王となり、王位にあったのは】52年問であった（15）。

彼の時代に、預雷者イザヤ（lska　‘ya）一彼の上に平安あれ一がいたα6）。イザヤには、ウジヤと

の数多くの語がある。ウジヤは、我らが『時代の情報』の書の中で述べた幾つかの戦争を行なっ

た。彼の後、その子ヨタム（Yatam）が10年間王位にあった（17）。16年問という説もある。その

後はアハズ（A聴z）が王となり、偶像類を公然と崇め、暴政を行ない、邪悪なことを公然と行

なった（18）。そこで、バビロソの董たちの或る者が彼のところへ進んだ（19）。その者は〔ティグラ

ト・］ピレセル（Fa1‘asar）と呼ばれ、バビロソの偉大な董たちの一人であった。かのイスラエ

ル人（＝アハズ）はこのバビロン人と幾度か戦闘を交えたが、このバビロソ人が彼を捕虜とし、
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諸支族の町々と彼らの居住地を破壊する結果に終わった。

　（§109）アハズの時代にユダヤ人の問に宗教論争が生じ、彼らの中からサマリア人（Asatnirah）

が離れ、ダビデと彼の後に続く預言者たちの預言力を否定し、モーセの後に預言者が存在するこ

とを：否認した（2e）。そして自分たちの指導者たちがアムラムの子アロソの子孫に属するとした。

サマリア人は今日、すなわち332年、パレスティナとヨルダソの地に分散する村々、例えばラム

ラ（ar－Ramlah）とティベリアスの問にあるアーラー（‘Ara）の名で知られる村や、ナブルス

（Nabulus）の町に至る途中にあるその他の村々にも住むが、大半はこの町に住んでいる（21）。

彼らにはトゥール・バリーク（Tgr　Ba蝕，「祝福された山」の意）とよばれる山があり、時問

になると、その山上で礼拝が行なわれる（22）。彼らは銀製の笛を所持し、それをこうした礼拝の

時問に吹く。彼らは「“触るfs”jと雷う者たちである（23）。人々が主張するところでは、ナブル

スは聖殿であり、ヤコブの町で、彼の牧草地がある（24）。サマリア人は摺異なる2派に分かれ、

その違いは彼らと他のユダヤ人との違いに等しい。一方の派はクーシャーソ（al－Kgshan）、他

方はドゥースターソ（ad一髄stan）と呼ばれる（25＞。一方の派は世界の無始（qidam）や、我ら

が冗長を恐れて述べなかった、その他の考えを口にする（26）。ちなみに、本書は話をそのままに

伝える書で、思想や信条の書ではない。

　（§110）アハズはかのバtfロソ人（置ティグラト・ピレセル）が彼を捕虜にするまで、17年

間王位にあった（27＞。彼が捕虜になった時、彼の子でヒゼキヤ（Hazaqiya）と呼ばれる者が王と

なった（28）。ヒゼキヤは慈悲深きお方（瓢アッラー）をはっきりと崇め、彫像や偶像の破壌を命じ

た（29）。ところが、彼の治世にバビロソのヨ三セソナケリブ（San臓aぬ㎡b）がエルサレムに晦かっ

て進み、イスラエル入と数多くの戦闘を交えた（3G）。イスラエル人はセソナケリブの仲間を多数

殺したが、セソナケリブは諸支族の多数を捕虜にした（31）。ヒゼキヤは亡くなるまで、29年閥王

位にあった（32）。

　（§111）ヒゼキヤの後、マナセと呼ばれる息子が王になると、マナセの悪行が王国の全住民

を覆った（33）。彼は預言者イザヤー彼の上に平安あれ一を殺した者であり、アッラーは彼のとこ

ろにルーム（ar－RGm）王コンスタソティヌス（Qus‡ant；n）を差し向けた（34）。コンスタソティ

ヌスは軍隊を率いてマナセのところに進み、マナセの軍を敗り、マナセを捕虜にした。マナセは

ルーム人の手中に20年間留まり、元の行状を捨て去り、王位に戻った（ss＞。彼は亡くなるまで、

25年間王位にあった（36）。30年闘という説もある。

　　（§112）その後、アモソ（Amifn）という彼の患子が王となったが、暴政を公然と行ない、

慈悲深きお方を信じず、彫像や偶像を崇めた（37）。アモソの暴虐がひどくなった時、　‘足の不自

由なファラオ’がエジプトの地から軍隊を率いて彼のところに進み、多数の者を殺し、彼を捕虜

にして、エジプトに連れ去った㈹。その結果、アモソはこの地で亡くなり、王位にあったのは

5年間であった（39）。また、その他の説もある。そして、彼の後、兄弟のyヤキム（Y負‘aqfm）

なる者が王となった（40）。ヨヤキムは預言者ダニエル（D融iy鋤一彼の上に平安あれ一の父に当

238



論集第8号（1992年）

たる（41）。

　（§113）この王の時代に、ネブカドネツァル（al－Bukht　Na§§ar）が襲来した（42）。ネブカド

ネツァルはペルシア（F面s）王の任命したイラーク（al－一　‘lraq）と西方（al－Maghrib）の総督

（marzuban）であり、ペルシァ王は当蒔、王都のバルブ（Balkh）にいた（43）。ネブカドネツァ

ルはイスラエル人を多数殺したり捕虜にし、捕虜たちをイラークの地に連れて行った（44）。また、

トーラーや、エルサレムの神殿にあった預雷者たちの書や王たちの伝詑を奪い取って、

一つの井戸に投げ込んだり、御姿の聖櫃を取りに行って、それをイラークの地の或る場所に

iVたりした（45）。捕虜になったイスラエル人の数は18000名であったと警われる（46）。この時代

に預需者エレミヤ（王nmiya）一彼の上に平安あれ一がいた（47）Qネブカドネツァルはエジプトに

進み、当時のエジプト王、かの‘足の不窃由なファラオ’を殺した（ms）。更にマグiコブ（a！－Maghrib）

の方に進み、王たちを殺し、町々を征服した（49）。

　（§114）ペルシァ王はイスラエル人捕虜の若い女性と結婚し、男の子をもうけた。それで、

ペルシア王はイスラエル人を何年かぶりに彼らの故郷へ帰した（SO）。イスラエル人は國に戻ると、

シェアルティエル（salatiyal）の子ゼルバベル（Zurubabfl）を自分たちの王とした（51）。ゼルバ

ペルはエルサレムの町を建て［直し］、荒廃していたものを復興した。そしてイスラエル人は例

の井戸からトーラーを引き上げ、事態は彼らにとって正常になった（52）Qこの王は46年間、彼ら

の地を繁栄させることに没頭し、礼拝ほかの、捕囚状態で失われていた掟を彼らに定めた（53）。

　（§115）サマリア人（as－SEImirfyah）の主張するところでは、まず、ユダヤ人の手にあるトー

ラーはアムラムの子モーセー彼の上に平安あれ一がもたらしたトーラーではなく、歪められ、季

を加えられ、変えられたものである。また、ユダヤ人の手にあるこの書をつくったのは上述のこ

の王で、彼はそれを暗記しているイスラエル人から集めたのであり、正しいトーラーはサマリア

人だけの手にあるものである。この王は亡くなるまで、46年間王位にあった（54）。私は他の写本

の中で、イスラXル人と結婚したのはネブカドネツァルその人で、彼がイスラエル人を帰し、彼

らに恩恵を与えた者であることを見い出した（55）。

　　（§116）　‘［アッラーの］友’アブラハムの子イシュマエルがアブラハムの後、御館（＝カ

ァバ）を管理した（56）。アッラーはイシュマエルを預雷者となし、彼をアマレク人とイエメソ

（al－Yaman）の諸部族のもとに遣わし給うた（57）。彼が偶像崇拝を彼らに禁じると、一部の老は

信じたが、大半の者は信じなかった。イシュマエルには12名の息子が生まれた。ネバヨト

（Nabit）、ケダル（Qfdar）、アドペエル（Adb21）、ミブサム（Mibsam）、ミシュマ（Misma　‘）、

ドマ（Dama）、マサ（Mass護）、ハダド（Ha蕗r）、テマ（Thfm言）、エトル（Ya旗）、ナフィシュ

　（Nafis）、ケデマ（Qidm言）である（58）。アブラハムは息子のイシュマエルを受遺者となし、イ

シュマエルは兄弟のイサクを受遣者にした（59）。イシュマエルは息子のケダルを受遺者にしたと

いう説もある。イシュマエルは137歳でアッラーに召され、聖モスクの黒石がある場所に葬られ

た（60）。彼の後、息子のネバヨトが彼のやり方を踏襲して、御館を管理した（61）。また、ネバヨト
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が父イシュマエルの受遺者であったという説もある。

　（§117）ダビデの子ソmモソとキリストー彼の上に平安あれ一との問には、預言者たち、敬

虚な者たち、正しき者たちがいた。彼らの中には、エレミヤ、ダニエル、エズラ〈‘Uzayr）が

おり、エズラに関しては、彼の預言力をめぐって人々の論争がある（62）。また、ヨブ、イザヤ、

エゼキエル、エリヤ（11yas）、エリシャ（a1－Yasa‘或はAlfsa‘）、ヨナ、ズー・ル＝キフル

（Dhfi　a1－Kif1）、ヒ5“ルもおり、ヒドルに関しては、エレミヤであるとイブン・イスハーク

（lbn　Xa埴q）は語ったが、或る正しき撲だとの説もある（63）。そして、ザカリア（Zaka酌a）

がいる。彼はユダ支族のダビデの子孫のアダク（Adaq）の子ザカリアであり、アムラムの娘で

キジストの母たるマリア（Maryam）の姉嫌エリサベト（島h猿‘）と結婚していた（64）。アムラ

ムもまたダビデの子孫で、ヨヤキムの子マーラーソ（マタソ？M歓蝕）の子に当たる（65＞。そし

てエリサベトとマリアの母の名はハソナ（翠anRak）である（66）。エリサベトはザカリァにヨハ

ネ（Yabya）を生み、ヨハネはキリストの母方のおばの子に当たった（67）。

　（§118）ザカリアは大工であったが、ユダヤ人は彼がマリアと姦通したと曝を広め、披を殺

［そうと］した㈹。彼はユダヤ人のもくろみを感じ取った時、一本の木に逃れ、その木の中に

入った（69）。ところが、アッラーの敵イブリースは彼のことを彼らに示したので、彼らはその木

を彼が中に入ったまま娩いて、切り倒し、彼を一緒に切ってしまった㈹。アムラムの娘で、キ

リストの母マリアの姉妹に当たるエリサベトはザカリアの子3バネを生んだ時、ヨハネを連れて

或る王のもとからエジプトへと逃れた㈹。ヨハネが成人した時、アッラーは彼をイスラエル人

のもとへ遣わし給うた。ヨハネが彼らの中でアッラーの命令と禁令を実行すると、彼らは被を殺

してしまった（72）。多くの繊来事がイスラエル人に起こったが、アッラーは彼らのところに葉方

からハルドゥーシュ（へmデ？Khard登sh）と呼ばれる王を遣わし給うた（73）Qこの王はザカリ

アの子ヨハネの血が沸き立つ中で、その漁の鷹いに彼らを幾千名も殺し、長い災難の後でその血

はようやくにして静まった（74＞Q

　（§119）アムラムの娘マリアが17歳に達した時、アッラーは彼女のもとにガブリエルを遣わ

し給うた（75）。ガブリエルが彼女に聖霊を吹き込むと、彼女はイエス（‘1s勾・キリストー彼の

上に平安あれ一を身ごもった。そして、エルサレムから何マイルか離れたベツレヘムと呼ばれる

村でイエスを生んだ。イエスは12月24日の水曜βに生まれた（？6）Q彼に関しては、アッラーが御

啓典の中で述べ給い、御預言者ムハソマドーアッラーが被を祝福し、救い給うように一の舌を通

して明らかになし給うた事柄が起こった㈹。キ夢スト教徒は以下のように主張している。ナザ

レ人（an－N醸蒼）イエス（1sh9‘）、すなわちキリス5はヨルダソの地のティペリアスの町にあ

る、ミドラス（a1－Midras）と呼ばれるシナゴーグ（kanfsah）で30年間、あるいは29年間、トー

ラーや以前の諸啓典を読んで、これまでの彼の民の宗教を守っていたが、或る日、イザヤの巻物

（sifr）を読んでいると、その中に、『汝は我が患子、我カミ心に適いし者、我がために我は汝を

選んだ』と光で書かれたものを見付け、その書を閉じて、かのシナゴークの従僕にそれを手渡し、
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『今や、アッラーの御雷葉が人の子の中に実現した』と言いながら、出て行った（78）。また、キ

リストがヨルダソ地方のラジューソ（al－Laj8n）の地のナザレ（N寓irah）と呼ばれる村にいた

ので、ナスラーニーヤ（キリスト教，an－Na＄rar｝ryah）という呼び名ができたという説もある（79）。

　（§120）私はこの村でキリスト教徒が崇敬する教会を見たが、その中には、冤者たちの骨が

入った、石でできた幾つかの櫃があり、それらからは、キリスト教徒が祝福される、シuaップの

ような濃い濾が流れ旗る。キリストがティベリアス湖のそばを通ると、ゼベダイ（Zabada）の

息子たちである漁師たちと12名の洗張り屋が湖上にいた（se）。そこでキリストが彼らをアッラー

へと招き、『私について来なさい。人間の心を捕まえるだろう』と言うと、ゼベダイの息子たち

である3名の漁師と、12名の洗張り麗は彼に従った。

　（§121）人々が述べたところでは、マタイ（Matta）、ヨハネ（Yghanna）、マルコ（Mgrqush）、

ルカ（Ltiq蕊）は、福音書を伝え、その中で以下のことを語った4名の使徒（aレ願w勘f頸n）で

ある。キリストの話と、彼の生誕に関すること、ザカジアの子ヨハネ、すなわちバプテスマの

（a1－ma‘madanf）ヨハネがティベ婆アス湖、あるいはテKベリアス湖から流れ出し、　‘悪臭を

放つ湖’に流れ込むヨルダン川において、徳こ洗礼を授けた方法、キリストが行なった驚くべき

事柄と彼がもたらした奇跡、アッラーが彼を33歳の時に“御許に蕎し上げ給う”まで、彼がユダ

ヤ教徒から受けた仕打ちである（81）。また、標音書には、キリストとマリアと大工9セブに関す

る長い苦難話があるが、アッラー一いと高くおわす一がそれらについて何も告げ給わず、御預言

者ムハソマle－一…アップ～が彼を祝福し、救い給うように一も告げなかったので、我らはそれらに

ついて述べることを差し控えた（82）Q

Vの注の続き

（119）　“7年〈と3か月〉”が‘Abd　a1唄a狙1d版では繹9年〈と3か月〉”。士師記6：1やYa‘qUbf（1，p．49）

　　ではミディアソ人が、Tabarf（1，p．546）で1＊　mトの子孫の一団が、どちらも7隼支配したとある。オレ

　　ブとゼエブは士師記7：25参照。残りの3名は不明［簸後のサルターは、±師記8：5以下に登場するミディ

　　　アソ人の2王ゼバとツァルムナのうちの後春か］。

（120）ギデオソの漁銃は士麟翻6：15、期聞は1司8：28、行為は詞？：25と8：21と岡様。尚、Ya　‘qObf（1，p．49）では

　　マナセ支族のtZアシュ（YuwdS）の子ギデオソ（Jad‘an）が、　Tabarf（1，p．546）ではナフタリ支族のN

　　　アシュ（YuwdSh）の子ギデオソが、4◎年統治したとある。

（121）士騨記9：22以下や、Ya　‘qfibf（1，p。49）、　Tabarf（1，p．546）ではアビメレク（Abimalak）が3年統治し

　　　たとある。トラは士師記10：1やYa‘⑳bf（1，p。49）では、イサカル（Yash5jar）支族のプア（Fuw言y）の

　　子トラ（T9｝a‘）、↑abarr（1，p．546）ではプア（Fuwfi）の子で、アビメレクの母方のおじの恩子トラ

　　　（τ劔agh）とある。彼の期闘は士師記10：2やYa‘q鋤£（1，p．49）、τaba㎡（1，p。546）と局様。

（122＞ヤイルは士師記玉G：3ではギレアド入とあり、TabarT（1，p．546）ではイヌ・ラエル人ヤイル（Y蕊r）とある。

　　　尚、Ya　‘qgbT（1，pp．49～50）でを象、ヤイルに代わって、マナセ支族のギレアド（Jal‘記）が来る。ヤイ

　　　ルの期閾は重師記10：3や、Tabaxx－（1，p．546）と岡様〔Ya　‘qOb£ではギレアドが、同年数］。次のアソモ

　　　ソ人王たちの期糊も士師識0：8や、Taba百（1，p．546［　‘Ammgn〕）と岡様。尚、｛Abd　a1－・H．　am？d　Waでは

　　　“18年間”｝こ、括弧扱いだが、　“3か月”が加わる。Ya‘qabf（1，p．50）ではアンモソ（‘Ammfin）人

　　　が17年とある。士師記11～ユ2輩［特に12；7〕や、Ya　‘qQbf（1，p．50）、　Tabaでf（1，p．547）に従えば、アソ
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　　　モソ人王たちとイブツァソとの問に6年治めたエフタ（Yaftah）が入り、イブツァソの趨自は士師記

　　　12：8と同様。Ya　‘qCbT（1，p．50）ではBa∫shan（謡翼akhsan）と呼ばれるイブツァソ（Ab隠n）、　Taba践（1，p．M7）

　　　ではイスラエル人Baishgnとある。イブツァソの期閲は士師記12：9や、　Ya‘qQbT（1，p．50）、　Tabarf（1，p．547）

　　　と同様。‘Abd　a｝－liamfd版では“その後はサムソソ…それぞれ治めた。”が揺弧扱い。士師記13～16章

　　　［特に15：20］や、Ya‘qgbf（1，p．50）、　Tabarf（1，p．547）に従えば、サムソソ（Shamsgn）は次文のペ

　　　リシテ人王たちの時代に20年治めたとなる。アムラフは土編記12：11のエmソ（Allin）のことではなかろ

　　　うか。その統治期間10年は、士師記12：11のエロソのそれと岡様QYa‘qabf（1，p．5◎）でをまゼブルソ

　　　（Zabtilen）支族のエロソ（！lan＞が20年、　Tabarf（王，p．547）にはエロソ（A【9R）が10年とある。アジュ

　　　ラーソは、士師言盈2：13のアブドソ（‘AbXiUn）であろうか。　Ya　‘qabT（1，p．50）では‘Ak伽、τabaだ（1，p．SC7）

　　　ではKay憩n或いは‘Algrdnと綴られ、いずれも統治は、士師記12：14のアドブソと隅様に8年。

（123）ペリシテ人望たちの期問は士師記13：1や、Ya‘qabf（1，p．50）、　Tabar£（1，p．547）と岡様。そして聖書他

　　　では上記（油122）のサムソソが続き、その後は、士師記18～21章、Ya　‘qabf（1，p．50）、　Tabaゴ（1，p。547）

　　　などでは統治者不在の期間となる［但し、Ya‘q働iでは12年問、　Tabar1ではヱ0年とある］。サムエル記上

　　　4：18にあるエリの期間や、Ya‘qabf（1，p，50）の‘Alr、　Tabarf（1，p．547）の‘A1£の期間と濁様。

（124）聖書ではエリの時代はペリシテ人が聖櫃（霊の契約の箱）を蘇った（サムエル記上4：11）とあり、エゼキ

　　　ルの時代に起こったバifm　：．ア人による捕囚（列王記下25章）は500年以上後のことである。マスウーディー

　　　5章§113にネブカドネツァル（Bukht　Nassar＞による捕囚の詑述がある。

（125）工bn　Qutayba（p．51）に、ブジ（Badhr）の子エゼキエルの鶏を疫病が襲い、彼らは死を恐れて幾チ入も

　　　が自分の家から毘て行き、アッラーは彼らに死ねと言い給い、その後甦らせ給うたとあり、マスウーデrf　一

　　　の以下の記述と同一の話である。

（126）引用部はクルアーソ2：243。TabarT（1，pp．536～40＞でをよ、やはりエゼキエルにまつわる話とするが、内

　　　容は“枯れた骨の復活”　（エゼキエル霞37：1～14）である。

（127）‘Abd　aレHam£d版では、　“海上の島々”と“由々の高所”との順序が入れ代わっている。

（128）tAbd　a1－Ham鰻版では、　“7貰後”が“7馨間”。

（129）サムエル記上1：1，1：20では、サムxルはエルカナの子で、エルカナがエロハムの子、そしてエロハムはエ

　　　リフの子である。Ibn　Qutayba（p．44）ではエルカナ（Halq5na）の子サムエル、　Tabarf（1，p．547＞で

　　　はツフ（＄ttf）の子トフ（Tahu）の子エリフ（Alfha）の子エロハム（Yargkham）の子エルカナ

　　　（‘Alqa灘ah）の子バーリー（Bfilf）の子サムエル（Shamwf圭）とある。　“預言巻と蘇した（tanabba’a）”

　　　が、‘Abd　aレ翠am録版では“（nubbi’a）”だが、サムエル詑上3：20や使徒言行録13：2◎も参：照［サムエ

　　　ルは最後の士師で、最初の預言者3。

（130）引用部はクルアーソ2：246。サムエル記上8：19～20参照。

（131）サウルの系譜に関して、ペエヤミソの子ベラは創世記46：21、アフィア以降はサムエル記上9：1～2と一致

　　　する。Taban－（1，p．559＞では、途中、ベニヤミソの子アイシュ（Aysh）の子アフィアとなる以外は岡じ。

　　　Ibn　Qutayba（p．45）ではWahbに拠り、ヤコブの子ペニヤミソ支族に属するとだけある。クルアーソ

　　　2：247～48とサムエル記上10～11章参照。

（132＞Ibn　Qutayba（p．57）ではモーセとダビデの問が500年とあり、列盃記上6：1には、エジプト脱出とソロ

　　　モソによる神殿の建築着手との間が480年とある。一般には、出エジプトはアメソホテブ2世王時代（前

　　　1438～12年）からメルネプタ（或いはメレソブタ）王時代（前工223～11年）までの間にあったと考えられ

　　　ており、サウルが王位に就いたのは前1020年とされる。

（133）Wahbに拠ると言うIbn　Qutayba（p．45）でをま、サウルはロバ飼い、　Tabarr（1，p．549）では水の運搬人

　　　とある。引用部は共にクルアーソ2：247。後の5云々”が、‘Abd　al－｝：lamrd版では“彼は言った、　「アッ

　　　ラーはお前たちの上に彼を選び、彼の知識と身体とをますます豊かにし給うた」”　（クルァーソ2：247）。

　　　前の引用部はサムエル記上10：24、後の引用部はサムエル記上10：27をそれぞれ霧照。またlbn

　　　Qutayba（p．45）では、サムエルが彼らに、サウルはお前たちの王で、ベニヤミソ支族に属すると告げる

　　　と、彼らはこの支族には王権も預言力もないことをお前は知っているのにと言ったとある。Ya‘⑳b1（1，p．50）
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　　　でも、彼らはサウルは正権と預言力を持つ支族に属さない、彼はレビ族にもユダ族にも属さず、ベニヤミ

　　　ソ支族に属すると言ったとある。

（134）引馬部はクルアーソ2：248。Ibn　Qutayba（p．45）ではサムエルは彼らに、お前たちとアッラーとどちら

　　　がよくご存じか、お前たちはアッラーがサウルをお前たちの上に遺わし給うた蒋、彼の血統をご存じであっ

　　　たことを知らなかったのかと言ったとある。Ya‘⑳bf（Lp。5◎）でもサムエルは彼らにお前たちはアッラー

　　　よりも選ぶ権利を持っていないと言ったとある。

（135）Tabarf（1，p．550）では、　Ibn　‘Ab胎sなどに墓づき、人々の見ている前で天使が櫃を運ぶという詑述が

　　　ある。

（136）ゴリアトは聖露ではガド出身のペリシテ人戦士（サムエル甜上17：4，1？：23）とあり、聖書に準ずる

　　　Ya‘qabf（1，p．51）では星辰崇拝者軍の一人とあるが、マスウーディーは§93でもペルベル人の王として

　　　いる。またTaba實（1，p．548＞では、　Ibn　Mas‘fid他に藩づき、アマレク人の王とある。

（137）　“出て来ること”が、‘Abd　aレHamid版では“進むごど。

（138）次文までクルアーソ2：249参照。

（139）墾書ではサウルとゴリアトの戦いではなく、ギデオソとミディアソ人の戦いにまつわる話（士師詑7：1～

　　　7）である。Tabarf（1，pp．550～5ヱ）では次のような話となっている。80000名がサウルと共に出陣した

　　　が、彼らはゴリアトを恐れて翔の水を飲み、4000名だけがサウルと共に用を渡り、残りの76000名は引き

　　　返してしまった。川の水を飲んだ者たちは喉が渇いたが、手の平以外では飲まなかった者たちは渇ぎが癒

　　　えていた。しかしゴリアトを晃ると、3681名が引き返し、サウルと行動を共にした港319名となった。こ

　　　の数はパドル（Badr）の人々［624年メディナの南西、バyルでメッカのクライシュ族を敗ったムハソマ

　　　ド軍］の数である。

（140）　“選んだ（fa＄（＄）ala）”が、‘Abd　al－Hamfd版では“好んだ（fad（d）　ala）”。313名は上記の注139の後

　　　半部参照。尚、TabarT（1，p．559）にはダビデの系譜が記され、彼はアブラハムの子イサクの子ヤコブの

　　　子ユダの子ペレツ（Faris）［創世記38：29］の子ヘツuソ（Has搬n）の子ラム（R菖m）の子アミナダブ

　　　（‘Amf　N裁dab）の子ナフショソ（Nahsh負n）の子サルマ（Salmfin）の子ボァズ（B6‘az）の子オベド

　　　CAwbid）の子エッサイ（1sha）の子［ルツ記4：18～22］となる。

（141）　“衝突した（tawaqafa）”が、‘Abd　al－Malnfd版では“均衡した（taw飯aqa）”。

（142）サムエル記上17：25（“財産の3分のlnが“大金”）や、　Taban－（1，p．555、“財産の3分の1”が“権

　　　限の代行”）参照。

（143）サムエル記上17：49～50や、Ya　‘qabf（1，pp．51～52）、　Tabar£（1，pp．555～56）と同様。

（144）引用部はクルアーソ2：251。　“云々”が、‘Abd　aレHam1d版では欠けている。

（145）璽書では5個の石（サムエル記上17：40）のうち1個で鋼す（同17：49～50）。Ya‘qtibf（1，p、52）は聖霧

　　　と肩様だが、Tabarf（1，p．555）ではマスウーディーと周様、3個の石が一つになったもので健す。

（ヱ46）　“それがびたり合う＃が、‘Abd　al－HamTd版では“例の腎を身につけた時、それがびたり舎う者”。

　　　Taban－（1，p，555）にもサムエルが用意したゴリアトを殺す者の付ける角と胸当てとがダビデだけに合っ

　　　たという記述が見られる。サムエル詑上17：38～39（ダビデはサウルの装束を脱ぎ去る）参照。　“泡立つ

　　　音を立てるJII”が、‘Abd　al－Hamfd　twでは“彼（諏ダビデ）の頭上で泡立つ音を立てる］ll”。　“系譜

　　　（ansab）”が、‘Abd　al－｝：lamfd版では“蘂柄（sha，n）”。

（147）以下、サウルとダビデの話は、サムエル記上18～％章、26～28章や、Ya　‘qfibf（1，p．52）、　Taba薮（1，pp。556～58）

　　　参照。次文にある3分の1ずつの説述は、上詑の3文献のいずれにも見られない。尚、Ibn　Qutayba（p。45）

　　　ではWahbに拠り、ダビデがサウルの娘と結婚したという記述のみ、両者間の話として挙がっている。

（148）聖欝ではサウルがダビデを妬み、付け猿うのは結婚やマスウーディーの言う贈与以前からである。

（149）サウルの死に関しても、Ya　‘qitbf（1，p．53）もTabanA（1，p．559）もマスウーディーとは異なり、サムエ

　　　ル記上31：4や歴代誌上10：4（ギルボア由でペリシテ軍と戦い、戦亮〉と同様な記述しかない。またサムエ

　　　ル記下5：5やYa‘qgbl（王，p．53）では、ダビデはまずユダの王、次いで7年［半］後にイスラエルの王に

　　　もなる。
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（150）サウルの統治は使徒言行録13：21や、Ya‘qa嫉（1，p。53）、τab麟（1，p．559）では4◎年とある。

（151）Pellatの改訂版ではゴリアトをサウルに変えているが、この箇所は‘Abd　al－Hamrd版など癩来の販に従っ

　　　た。ガウルは本V油87、バイサーソはW（第3章）注54を見よ。

（152）クルアーソ34：10～11，21：80やT＆ba点（1，p．562）参照。

（153）クルアーソ34：10，38：18～19，21；79やTaban－（1，p．562）参，照。

（154）モアブと戦うはサムエル詑下8：2やYa‘qftbf（1，p．54）参照。

（155）クルアーソ4；163，17：55参照。詩編が150章というのは聖露（詩編）をこ沿う。

（ヱ56）この内容は詩編とは見なし難く、敢えて君えばイザヤ書により近い。Ya　‘qabf（1，pp．57～59）は詩編と

　　　君い得る内容である。尚、マスウーディーに登場するネブカドネツァルは、次章の§113のように、ペル

　　　シア斑配下のイラークと西方の総督（§545も）か、聖書（列王記下25：1）と撮様、バif　nソの王（§526）

　　　である。

（157）Ya‘qitbf（1，p．53）では、バイトル・マクディスに或るmamil（宿、家）を建てたとあり、　Tab菰（1，p．572）

　　　では、Wahbに提る説として、ダビデli　masjid（礼拝所）を建てようとしたが、アッラーはダビデの手

　　　が漁で汚れているので、建設を許さなかったとある。

（258）　“知られている”が、‘Abδal－Hamfd　twでは“呼ばれている”。またダビデのミフラーブはクルアーソ

　　　38：21参照o

（159）　“その上からは本露で前述した”が、‘Abd　al－｝：lamfd　thでは“その上では、蔚述した％　‘悪臭を放つ

　　　湖’とヨルダソ州の箭述とは、§§89～9Gのこと。

（160）クルアーソ38：22～26参照。またサムエル記下12：1～23も滲照。　．

（161）弓り灘部はクノレアーソ38：24。

（162）引駕部はクルアーン38：26。

（163）ウリヤの物語はサムエル記下11：2～26参照。輩ayyδ痴まdb轟Qutayba（p．46）やYa‘qUbf〈1，p．55）で

　　　｝X　Hannanとあり、“創始の轡”は‘Abd　al－｝：lamfd　waでは複数形でなく、単数形。更に、樋ぺられた”

　　　が、　“我らが述べfe”　eウリヤの殺霧とそれを2名の鐸論者の姿で論す2天使の話とその結果［＝＝本書の

　　　次文］がYa　‘qabf（1，pp。55～56）や、更に様々な見解をもってTabarf（1，pp．564～70）に鶏されている。

（164）τaba㎡（1，pp．566，569）参照。

（165＞Taba∫£には99名の妻（1，pp．564，566，568）とウリヤの前妻（1，pp．565～67）の計100名の饗とある。

（166）　クルアーソ21：78～79やTabarf（1，pp。573～74）参照。

（167）引絹部はクルアーソ21：79であり、　松々”が‘Abd　a払脇鍼版では欠けている。列王記上5：9やクルアー

　　　ソ27：15も1参照Q

（168）ソロモソの王位継承は列董記一猛：29～3◎，33～35やYa‘qftbf（1，p．60）参照oダビデの没年は、サムエル

　　　記下5遜では70歳、Ya‘q蔽bf（1，p．60）で1滋20歳、　Taba践（1，p．572）では100歳や？7歳となる。更に、次

　　　文にあるその統治期間はサムエル記下5：4や列董記上2：11、Ya‘q倉bf（Lp．60）、　Tabarfα，p．572）と簿

　　　様。

（169）　臆野が‘Abd　aレHa瓢鍼版では欠けている。

（170）ルクマーソについては本稿W（第3章）油7も参照。創世記25：4にミディアンの子エファが登場するが、

　　　その場倉のミディアソは§80の通り、アブラハムの予である。

（171）アル＝カイソ（aレQayR）を、　MeynerdとCourte還eはノレカイソ（Luqayn）と読んでいる（勲f傭6蘇，

　　　p、111）。鋤aQutayba（p．55）では、賢人ルクマーソは或るイスラエル入のアビシニア人（9abash1）蟹

　　　隷で後に解放婁れ、ダビデの聴代にいたとある。尚、Ya‘qUbfや丁めar貧こはこのルクマーソは登場しな

　　　いo

（172）　“〈濫わされた〉まで（hatta）”が、‘Ab（l　a｝－Hamrd　waでは“〈燈わされた〉時（麺ha）”に、　“往畏鷺

　　　が、　sc地”になっている。ヨナは聖盤のnナ露の記述（1：1，3：3など）に一敷し、彼の時代捻紀元繭80§年

　　　頃とされている。尚、クルアーソ10：98や37：139～48にヨナ書に準じた記述が見られる。

（173）主の神殿建設は列王記上6参照。　“アッラー一がその周りを祝福し…”はクルアーソ17：1参照。
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（174）董の宮殿建設は列王雛上7参照。“〈呼ばれる〉もの”が、‘Abd　aレHaln宝d版では“〈呼｝まれる〉場駈”

　　　となっているが、この教会は聖墳墓教会を指す。ムスリムたちはa1－Qiyδ盈ah（“復活”）の代わりに、

　　　a1－Qumamah（“くずの山”）と呼んで、異を嘔えていた（Ha宝m　Z’ew　Hirschberg，“Jerusalem”，

　　　齢㍑10加θゴfαfndlaica　，王X，P．i441）。

（175）シオソ教会はイエスの最後の晩餐の場所とされ、低い揚噺にある聖墳墓教会と対銘して「上の教会」と呼

　　　ばれたもので、今目の「コエナクルム（高間）」は14世紀に建てられたものである（旧約・漸約聖露大纂

　　　典，教文館，1989，pp．234～35）。他方、ジュスマー＝一ヤはゲツセマネが誰ったものと思われ、

　　　al－JasmEnfyahと読むべぎだろうが、　Pel｝atは受肉（incamation）の意にとっている（Mas‘然，1，

　　　P．46）。

（176）クルアーソ21：81，27：16～17，34：12～13，38：36～37参照。　“以前の”が‘Abd　a1－1：lamrd版では“人間

　　　の”o

（177）この後に、‘Abd　al－Hamfd版では“アッラーは成功を授け給うお方である”という文が続く。彼の統絵

　　　期間は列三E記上蕪：42や、Ya‘qabf（1，p．64）と岡様。また、マスウーディー｝こよると、ソロモソはイエ

　　　メソを女王ビルキース（Bi王qfs）の後、23駕間統治した（§§1004，1027）とあるが、これは列王記上

　　　10：1～13、歴代誌下9：1～12や、クルアーソ27：23～44に登場するソmモソとシェバ（Saba’）の女王の話

　　　に囲む。彼の没年はYa‘qa嫉（1，p．64）と岡様o

V［　の　注

都舎で、前稿までの゜イスラエルの子ら”を、今後は“イスラエル人”と改訳する。

（1）列王記上11：43～～12：15、歴代誌下9：31～～10：王5参照。Ya‘qfibf（1，p．64）、　Tabarf（1，p．619）と固様。

（2）列王記上工2：16～24、歴代誌下10：16～～11；4参照。Ya　‘qfibf　G，p．65）と同様。τaba薮（1，p．619）では

　　　レハブアムの後、イスラエル人の王翻は分裂したとある。

（3）列王記上14：21、歴代誌下i2：13や、　Ya‘qab£（1，p．65）、　Tabarf（1，p．619）も間様。

（4）列董記上12：20やYa‘qfibf（1，p．65）、　Tabarf（王，p．619［但し、ヤmプアムはソロモソの召し使いNabat

　　　のff　］）と同様。

（5）列董記上12：28～～13：34，14：30，15：6～7、歴代誌下11：15，12：15，13：2～20や、Ya‘qabf（1，pp．65～66）

　　　と同様。

（6）列王記上14：20では22年だが、Ya‘qgbf（1，p．66）はマスウーディーと嗣じ。

（7）前半部は、列王記上15：1（ヤmブァム王の治世にアビヤムがユダの王となる）、歴代誌下13：1に従えば、

　　　“彼ηとはレハブァムになり、Tabam’“（1，p。619［但し、期闘の記載なし〕）も岡様だが、マスウーディー

　　　では、文脈から考えると、“彼”とはヤ携プアムを摺しているのではなかろうか。その他の点では、前半

　　　部の詑述はマスウーディーも列王記上14：31，15：2、歴代誌下12：16，13：2と岡様。そしてYa　‘qQbT（1，p．66）

　　　もマスウーディーに近い記述である。後単部は、列董記上15：8～10や歴代誌下14：1，16；13ではアビヤム

　　　の子アサがユダの王として41薙世を治めたとあり、孚aba買（1，p．619）もアサ（As訪が同様。　Ya　‘q6bf（1，p．66）

　　　ではアサが40年［コ・ダの王という記述なし］。マスウーディーが挙げるアハブは、列王詑上16：29で壱まユ

　　　ダの王アサの晴代にイスラエルの王となり、22年治めた人物である。

（8）列王記下3：1ではアハブの子ヨラムはイスラエルの斑となり、12年世を治め、主の§の前に悪を行なった

　　　とあり、列三礪己下8：16～18にはこのイスラエル王Mラムの時代に、先のアサの子ヨシャファトの子ヨラム

　　　がユダの王となり、8年世を治め、主の自の前に悪を行なったとある。マスウーディーは2名のヨラムを

　　　混岡しているQYa‘qfibT（1，p。66）で寺ま聖書（列王記上15：24，22：42，22：50）と同様、アサの後、その

　　　子mシャファト（Yahfishafat）が25年治め、その後、ヨシャファトの子9ラム（ygram）が登揚する。

　　　彼は不僑者となり、民を偶像崇拝に引き戻したとある。Tabarf（1，p．637）ではアサの後、その子ヨシャ

　　　ファトが25年、その後は、アハズヤの母に当たる下記のアタルヤが支配するとあり、下詑の注12参照。

　　　“画像”が‘Abd　al－Ham罎版で尋ま括弧扱い。
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（9）〈1はPellat　ecよるもので、この訳出部分は‘Abδaレ翠am1d版渇まない。前半部は、上認のとおり、

　　アサの子Stシャファトの子ヨラム［ユダの王］ならば、在位は聖書（列王記下8：16～18）と同様。しかし、

　　Ya　‘q6bf（1，p．66）では、上記のNシャファトの子ヨラムは40年董位にあったとなる。後半部は、ユダの

　　王ヨラムの子アハズヤならば、在位は列王寵下8：25～26、歴代誌下22：1～2やYa‘qgbf（1，pp．66～67）

　　と局様。しかし、イスラエルの王アハブの子アハズヤならば、在位は列王記上22：51に2年とある。

（10）“イスラエル人（lit．彼ら）のく王となり〉”が、‘Abd　aレHa額d版では“彼（”：ヨラム）の後〈王と

　　なり〉”、また“残らなかっk”が、“助からなかった”。この部分は列三E記下11：1～3、歴代誌下

　　22；10～11やYa‘qab£（1，p．67）と闘様。　Taba㎡（1，p．637）もアタルヤがアハズヤではなく9シャファト

　　の縫に支配したという記述（上記の洗8）以外は、マスウーディーと岡様。

（11）列王記下ll：4～Z6、歴代誌下23：1～15やYa‘qgbf（1，p．67）と局様。　Tabarf（1，p．637）では、この少年、

　　すなわちStアシュ（Yuwash）と彼の仲闘たちが殺したとある。

（12）アタルヤの在位は列望寵下ll：3～16、歴代誌下22：12～～23：15や、　Ya‘q飴£（1，p．67）、　Taban－（1，p．637）

　　と岡様。

（13）列王記下12：1、歴代誌下24：1やYa‘q｛ibf（i，p．67）と飼様。そLて彼の名は擁王記下1隻：2、歴代誌下

　　22：11や、Ya‘qQb£（王，p．67）、孚aban”（1，p．637）ではアハズヤの子ヨアシュとある。

（14）列王記下12：2、歴代誌下24：1や、Ya　‘qgbf（1，p．67）、τab頒（1，p。637）と周様。

（15）　誕　】はPellatによるもので、この訳出部分は、やはり‘Abd　a1一輩am£d版にはない。アマヅヤに醗して

　　聖繋にはヨアシュの子で、nダの董（列王記下12：21，14；1、歴代誌丁24：27）として29年燈を浩めた（列

　　王詑下14：2、歴代誌下25：1）とあり、Tabarf（1，p．637）も陽様だが、　Ya　‘qgbr（1，p．67）では27卑とあ

　　る。そしてウジヤに翻しては、歴代誌下26：1（アマツヤの子で王となる）、同26：3（52年轍を治める）

　　　［列王記下（14：21，15：1～2）ではアザリヤ］や、Ya　‘qfibf（1，p．68）、τa憾（1，p．637）と濁様。

（16）Ya‘qabf（1，p．67）と同様。イザヤ書6：1（ウジヤヨ三の没年に蕎命を受けた）や歴代誌下26：22（ウジヤの

　　事緻を盤ぎ残Lた）も参照。そしてマスウーディーは下認の§黙1において、イザヤはマナセ（ウジヤか

　　ら4代後、會々孫）に殺されたとする。またTaba㎡（1，p．637）には、ウジヤの禽孫ヒゼキヤの晴代［本

　　稿§110］にイザヤが登揚するが、これは列蕊記下19：2～7　，i9：2e，20：1～11，20：葱～19、歴代誌下32：20

　　に従ったもので、Ya‘qgbf（1，p．69）にも見られる。次文の“数多くの”が‘Abd　a1－Ha磁d版にはない。

（17）聖書では、ウジヤの子9タム（列王記下15：32、歴代誌下26：23［列王記下15：7ではアザリヤの子］）が

　　16年エルサレムで世を治めた（列王記下三5：33、歴代誌下27：1　，27：8）とあり、Ya　‘qebf（Lp．68）や

　　Tabarf（1，p．637）も同様。

（18＞Hタムの子アハズの王位は列斑記下15：38、歴代誌下27：9や、Ya‘⑳b£（1，p．68＞、　Tabarf（Lp．637）と

　　周様。またアハズの行状は列王記下16：2～4、歴代誌下28：1～4やYa‘qitb£（1，p．（B）と類患。

（19）歴代誌下28：5～21では、シリアの王やイスルラエルの王やエドム人などがアハズを繋ち破り、その民の

　　多くを捕虜にしたので、アハズはアッシリアの王ティグラト・ピレセルに助けを求め、アッシジア王が彼

　　の籏にやって来たとあり、また列王記下16：7～9では、アッシリアの王ティグラト・ビレセルはアハズ

　　の願いでダマスカスに攻め上り、シリアの王を殺したとある。Ya　‘qabf（1，p．68）では、アッラ鱒はバビ

　　　mソの王ティグラト・ピレセル（Ba王‘aqrs？）がアハズを支配するようにし、ピレセルはアハズを捕虜に

　　　し、パレスティナにある10支族の町を破壌した、云々とある。

（2◎）次文まで、Ya‘qgbf（1，pp．68～69）により詳しい記述がある。サマリア人はクルアーンでは、黄金の子

　　牛を造ってイスラエル人を迷わせ、モーセに立ち去れと言われたas－Sam至虚（20：85，2◎：87～88，20：95～97）

　　　という人物名で登場する。

（21）ラムラはエルサレムの西北西40麺強にあり、遇時はパレスティナの中心都市。アーラーe＊　Meynardと

　　CourteilleはalGhara（或はa1Ghhrf）と読み、次のナブルスの南側にあるGedizim（ゲリジム）が短

　　　くなった形とみる（MuecWii，1，p．399）。詳しくは下記の注22を見よ。ナブルスはエルサレムの北48搬強。

（22）トゥール・バリーク（祝福された田〉とは、申命記11：29，27：12に祝福の山と説されるゲリジム山で、サ

　　マリア人はこの由で礼拝した（Hバネによる福音書［以下、Stハと略認34：20）とされる。海抜
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　　881m。　Yaq愈t（“Tgr”，　IV，p。47）参照。

（23）引用部はクルアーソ20：97。

（24）　“ヤコブ”が‘Abd　aレ取澱id版では“預君者ヤコブ”。

（25）ドゥースターソはサマリア人の宗派で、D経s三s或はD疑s£is（ギリシア語Dositheos）が創始者とされる

　　　（Ayala　Loewenstamm，”Dustan”，乃嬢10加θ伽タ礁磁，　W，　p．314）。クーシャソは不明。

（26）　＃世界の無始”が‘Abd　al－Hamfd版では“世界”。

（27）　“バビzaソ入”がtAbd　aレHa孤id版では“バビロソ王野。列王記下16：2以下、歴代誌下28：1以下では

　　捕虜の詑述がなく、在位は16年とあり、Tabarr（1，p．637＞も同様。捕虜の記述（上記の注19）がある

　　Ya‘qabf（1，p．69）も16年とある。

（28）ヒゼキヤの王位に闘しては、Ya‘qgbf（Lp。69）の他、列王記下16：20，18：1、歴代誌下28：27や

　　Taban－（1，p．637）　と積｝様。

（29）Ya　‘qabf（1，p．69）や、列王詑下18：3～6、歴代誌下29：2～～31：21と嗣様。

（30）前半部（セソナケリブの進攻）ex　Ya　‘qgbr（1，p．69）と岡様。列王記下18：13～～19：34、歴代誌下

　　32：　1～19やτaba㎡　（1，pp．643，650）　参照o

（31）　“イスラエル人は…殺した”が、‘Abd　aレHa瓢鍼版では“彼（湿セソナケリブ）に従う多数の考が殺さ

　　れた”。列王記下19：35（主の使いが出て、アッシリアの陣営で185000名を撃ち殺Lた）や歴代誌下32：21

　　参照。Ya　‘qgb£（1，p．69）やτaba㎡（Lp。643）も列王記の記述と岡様。

（32）　“29年”が、‘Abd　aレ耳a面d版では“27年”。列王記丁18：2、歴代誌下29：1やTaban－（1，p．643）

　　も29年。Ya　‘qQbf（1，p．69）では27年。

（33）前半部は列王寵下20：21、歴代誌下32：33やTabar£（1，p．643）、後半部は列王記下21：2～16、歴代誌下

　　33：2～9、そして前後半部ともYa‘qgbr（1，p．69）と同様。　“王國の全住民を覆った（ghamara）”が、

　　‘Abd　a1際am餓版では“王魍の全部に広まった（‘a㎜a）”。

（34）次文までYa　‘qabf（1，pp．69～70）と同様だが、歴史上のコソスタソティヌスは1世でも在位が

　　280～337年であり、Ya‘q曲fやマスウーディーのソースは誤解している。聖盤（歴代誌下33：11）では、

　　主はアッシリアヨ三軍に攻めさせ、マナセは捕えられてバビロソに引いて行かれたとある。

（35）歴代誌下33：三2～13では、悔い改めて主に祈ったので、エルサレムに帰されたとあり、Ya　‘qfibf（1，p．70）

　　も同様［優し、mルサレムの代わりに王位］。　“ルーム人の手中”が、‘Abd　aレ耳amid版では“ルーム

　　人の地”。

（36）Ya　‘qgbf（Lp。70）では王位の期閥が55年で、捕虜の期間が20年とある。そして列王記下21；1、歴代誌

　　下33：1にはマナセは55年エルサレムで雛を治めたとあり、Taba百（1，p．643）も周様。

（37）王位は列王認下21；18、歴代誌下33：20やTaban－（1，p．643）、以下は列王記下21：20～22、騰代誌下

　　33：22～23、そして王位と偶｛象崇拝はYa‘qObf（1，p。70）と岡様。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ（38）聖霧によれば、エジプト王が攻めて来たのは、アモソの子ヨシヤの治世であり（列王記下23：2、歴代誌

　　下35：20～249）、捕虜にされて、エジプトへ連行されたのは、ヨシヤの子eアハズである（列王記下

　　23：34、歴代誌下36：4）。Ya‘qfibr（1，p．7◎）やTatm－（1，p．643）も聖盤と同様。より詳しく警うと、

　　聖欝では、アモソの後、患子のヨシヤが父とは異なり、主の道を歩み、31錯聞エルサレムで王位にあった

　　が、エジプト王ファラオ・ネコのアッシリア逮征の途中で殺され、Stシヤの子ヨアハズが3か月間エルサ

　　レムで王位にあったが、主の道を歩まず、ファラオ・ネコに幽閉され、エジプトに連れて行かれ、そこで

　　死んだとある（列王記下22：1～～23：34）。そしてYa　‘qfi　bf（1，p．7◎）では、アモソの子ヨシヤ

　　　（Y臼shiya）がアッラーを崇拝し、偶像を壊すなどして、30年問王位にあり、その後、息子のヨアハズ

　　　（Yahaw蕊㎞az）が3か月賜王位にあった後、　‘足の不自由なファラオ’に捕虜にされ、エジプトに連れ

　　て行かれ、そこで死んだとある。またぼabarf（1，p．643）では、アモソの子ヨシヤが‘足の不自由なファ

　　ラガに殺されるまで31年間王位にあり、ヨシヤの子ヨアハズがこのファラオに攻められ、捕虜にされ、

　　エジプトに連れて行かれたとある。それゆえ、この箇残はマスウーデイー或は筆耕の一人の譲解であろ

　　うか。
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（39）墾露では、アモソはエルサレムで2年世を治めた（列王記下21：19、歴代誌下33：21）が、叡来たちに殺さ

　　れた（列王記下21：23、歴代誌下33：24）とあり、Tabarf（1，p．643）では12年統治し、象来たちに殺され

　　たとなる。Ya‘qfibfα，p．7◎）で壱ま16無統治したとある。結局、マスウーディーはアモソの次に王位に就

　　いた患予のヨシヤと、その媛に王位に就いたヨアハズを抜いている。

（40）　“披がアモソから上記注38の9アハズに変われぱ、Ya　‘qgbf（1，p．70）と岡様な記述となる。ヨヤキムに

　　関しては、聖書でもファラオ・ネコがヨアハズを廃し、Hアハズの兄弟エルヤキム、卿ちヨヤキムを釜に

　　立てたとある（列王記下23：33～34、歴代誌下36：3～4）が、Tabarf（1，p．643）ではファラオはヨアハ

　　ズの子ヨキヤムを王にしたとある。

（41）やはりYa’‘qgbf（1，p．70）と岡様。聖書ではダニエルはユダ族出身ではあるが、ユダの王9ヤキムの子で

　　はない（ダニエル書1：1，6）。また、マスウーディーは他の箇所では、小ダニエル（D翫iy議

　　a1－A＄ghar）はキュロス（Karush）の母方のおじ（§551）、大ダ：エル（D蝕iy紐aレAkbar）はノァと

　　アブラハムの間の晴期にいた（§552）とする。王bn　Qutayba（p．49）でをま、ダニエルはネブカ丼ネツァ

　　ルに夢解きをし、最上の地位にあったとあり、Tabay？では、3名の仲間の少駕鶴と共にネブカドネツァ

　　ルによって連れて行かれ（Z，pp．647，665，717＞、夢解きをする（1，pp．667～68）とあり、整轡のダニエル

　　書に準ずる［但し、Tabamth（1，p．654）ではキュロスによって法窟を猛され、ネブカドネツァルがエルサ

　　レムから馨った物贔を元に戻すよう命じられたともある］。

（42）列王記下24：1、歴代誌下36：6、ダ＝エル霞1：1や、Ya‘qgb£（1，p．70こ“イスラエル人”の代わり

　　に‘‘エルサレム”］）に準ずる。しかし、Tabar£（1，p．643）では、ヨヤキム（Ygyaqfm）の子ヨヤキソ

　　　（Yfiyahfn）の在位3か月後にネブカドネツァルが攻めて来て、ヨヤキソを捕虜にし、バビmソに引いて

　　行ったとあり、列薫記下24；8～15に準ずる記述となる。

（43）前半部はTabarfに、ペルシア語名をBukhtrashahというネブカダネツァルはペルシア王L暴h搬sbの禽

　　令でイスラエル人に対して派避された（王，p．645［倶し、イスラエル人の王が誰かは無記3）とか、ネブカ

　　　FネツァルはaレAhwδzとar－Ramの地との聞の総督（i§bahbadh）　（1，pp。645～鶴［鷺iakam　b．

　　Mubammad（d．204～06／819～22＞に基づく説〕）とある。上瀦の注42の、聖書の3鶴勝とYa‘q8bfで

　　は、ネブカドネツァルはバビmソの王とある。尚、‘Abd　al一輩amfd版ではμ西方拶が“アラブ

　　　（al－‘Arab）”。後半部はTabar£（1，p．645）に、　Kaykhusyawの後、　Kay［｝」£の］”　LuhrEsbがペルシア

　　人を支配し、バルブを建設したとある。

（44）Ya‘qabf（1，p．70［“イラーク”の代わりに“バビロソ”］）と同様。聖霞によれば、ネブカドネツァルに

　　よるバビロソ捕囚は4度あり、ここは前606年のfiヤキムの時の第1次捕囚（歴代誌下36二6）か、次々

　　文（捕虜1800◎名）が内容の説明ならば、前597年のヨヤキムの子ヨヤキソの時の第2次捕囚例薫記下

　　24：14～16，歴代誌下36：10）のことか。倶し、Tabarfでは、イスラxル人の董が平和協定を結び、入質

　　を差し出したことで、彼らはその王を糾弾して殺し、戦いの準傭をしたので、ネブカドネツァルはイスラ

　　エルの戦士たちを殺し、子供たちを捕虜にした（1，p．646［ffishきam　b．　M晦a斑磁adに塞つく説3）とか、

　　ネブカドネツァルがヨヤキソをバビmソに連れ去り、代わりにおじのゼデキヤ（＄idTqiyδ）を王に据える

　　が、ゼデキヤが反逆したので、ゼデキヤに足槻をはめ、併ぜてイスラエル人をもバビロソに連行した

　　　（Lpp．643～44，651）という、列王記下24：15～～25：7に準ずる記述がある。

（45）前半部（“…井戸に投げ込んだり”まで〉はYa　‘qgbf（1，p．70＞と岡様。　酩預言者たちの齋や王たちの転

　　記”が、‘Abd　a1－Ha磁鍼版では“王たちの譲”。また、後半部は聖書（歴代誌下36：7、ダニエル書

　　　1：2）やTaban一α，p．666〔但し、イスラエル入の壁名は無記3）では神殿の器物をバビロソに運んだと

　　ある。

（46）Ya‘qabf（1，pp．70～71）と岡様。これは翌欝の第2次捕囚の記述に似ている。列王記下24：14～16にきま、

　　高宮と勇士1万人、職人と鍛治千人、それに？軍入7千人を捕囚として連れ去ったとある。

（47）Ya　‘qabf（1，p．70）と同様。エレミヤに鯛しては、　Tabarf（1，pp．646～48，658～67［lbn王s聴壁（丁記の注

　　63の最後を見よ）やWahbに蓋つく］）に、アッラー及びネブカドネツァルとの蘭係が詳しい。本稿V

　　　（第4章訳）注60も参照。聖露ではヒルキヤの子エレミヤ（エレミヤ書1：1）はヨキヤムの父ヨシヤ王
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　　の時代から登揚し（xレミヤ露1：2）、suヤキムの兄弟ゼデキヤの時代にまで及ぶ（歴代誌下36：12、エ

　　レミヤ霞1：3）o

（48）Ya　‘qGbr（1，p．70）やTabarf（1，p．647［倶し、　xジブト王名は無記〕）と岡様。列王記下24：7も参照。

（49）前半部は↑aba㎡（1，p．647）と嗣様。結局、マスウーディーにはヨヤキソと次のゼデキヤが登揚しない。

（50）聖欝ではペルシア王キュロスの命令によってイスラエル人はエルサレムに帰った（歴代誌下36：22～23、

　　エズラ記1～2章）とあり、Tabarrではキュロス（KTrush＞はその母がイスラエル人アビハイル

　　　（Hゑwi玉）の娘エステル（lshtir＞であったので、イスラエル人をエルサレムに帰した（1，p．644）とか、

　　ジャーマースブ（Jdrnasb＞の子キュmスの子アシバユエロス（Akhashw£rush，クセルクセス［倶し、

　　Lp．644では、アスブ（Asb）の子ジャーマースブ霞身］）がイスラエル人アビハイルの娘エステルと結婚

　　し、キリスト教徒の主張では、彼女はキュロスを生んだ（1，pp．653～54）とある［聖書のエステル記

　　2：15～17をこ、彼女はペルシア王クセルクセス治世の第7年に王妃となったとはある］。また下記の注55

　　のYa‘qabfも参照。そして歴代誌下36：21に従うと、70年ぶりの帰郷となろう。

（51）次文の前半部まで、Ya‘qabr（1，p．71）と嗣じ。聖書ではエズラ書3：2，3：8，4：2，5：2など

　　に、シェアルティエルの子ゼルパベルが、神殿の建設の中心的役割を果す、政治的指導表として登場する。

　　またハガイ轡2：2，2：20にはユダの総督とある。Taban－（1，p．688＞ではペルシア王Bah加飢は自分

　　の女奴隷ラハブ（R5hab）の兄弟ゼルバベルをイスラエル人に対する王に錘命し、　R鋤abの求めに塔じ

　　て、彼をパレスティナに帰したとある。

（52）Ya　‘qgbr（1，p．71）ではゼルバベルがネブカドネツァルの埋めた井戸からトーラーと預言者たちの露を取

　　り出したとある。

（53）Ya‘qgbf（Lp．71）ではゼルバベルは46年かかって神殿を建て、トーラーと預言嚢たちの書を初めて成文

　　化したとある。

（54）　“亡くなるまで”が、‘Abd　al－Hamfd版では欠けている。

（55）Ya　‘qUbr（1，p．71）にもネブカドネツァルがシェアルティエルの娘S．yh．bと繕婚し、彼女の頼みでイス

　　ラエル人を故郷に帰したとある。・　‘Abd　al－Hamfd　waではこの文の後に、抵弧扱いだが、“このことは検

　　討を要する”が続く。

（56）　“［アッラーの］友”が、‘Abd　aレ耳am照版では欠けている。

（57）Tabarf（1，p．352〔lbn　Is城qに基づく説］と同様。

（58）創世記25：13～蔦やYa　‘qUbf（1，p．253［但し、ケダル、ネバmトの順3）、　Tabarf（1，pp．35三～52［lbn

　　Is胎qに塾つく説だが、ハダトの後は、エトル、ナフィシュ、テマ、ケデマの1副）と間様。また‘Abd

　　al一蒙amfd　Wtでは“ケデマ”が7番麟？に入る。

（59）後半部はTaba丘（1，p．352）と同様。次文は濾61も参照。

（60）彼の生涯は麟世記25：1？やlbn　Qutayba（p．34）と周じ。　Ya　‘qfibf（1，p．253）でを滋30歳、　Tabarf〈1，p．352）

　　には130歳説と137歳説が挙がっている。後半部に関しては、Ibn　Qutayba（p．34）、　Ya　‘qgbT（1，p．253）、

　　Taba㎡（1，p．352）には、ヒジュル（al一翼ijr）一或はその石（a王磁alar）、獺ちカァバ神殿の黒石か一に葬

　　られたとある。

（61）！bn　Qutayba（p．34）と局様。　Ya　‘qitbf（1，p．253）ではネバeト説の他に、ケダル［そして、ケダルの

　　後はネバヨト］説が挙がっている。　“彼のやり方”の後に、‘Abd　a1一翼am鍼版では“及び彼の儀礼”が

　　舶わる。

（62）エレミヤに関しては§113（注47）、ダニエルに醐しては§112（注41）を見よ。エズラはクルアーソでは、

　　ユダヤ激徒がアッラーの息子と書ったとある（9：30）。Ibn　Qutayba（p．50）では、トーラーが焼かれた

　　後、エズラはシリプに帰った聴、イスラエル人のためにトーラーを定めた巻で、ユダヤ教徒の一派は彼を

　　アッラーの患子だと言うが、彼は霊的交信に優れ、アッラーは彼を預言考から外したが、彼は使徒である

　　となり、Tabarf（1，pp．669～70）では、トーラーが消滅していることを嘆いたエズラに、或る天使が器

　　の水を飲ませると、トーラーがエズラの意識に姿を現し、エズラはイスラエル人のためにそれを露き留め

　　たとか、購が経つにつれて、イスラエル人はエズラをアッラーの息子とみなすようになったとある。聖露
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　　ではエズラ記の中心人物で、アルタクセルクセス王の第7年に、イスラエル人の一団と共にバビmンから

　　エルサレムに帰り、童の律法を研究して実行し、イスラエルに掟と法を教えることに奪念した、祭司で書

　　記窟（7：7～11）とある。通常、エズラはユダヤ教再興の笹と晃られている。

（63）wブに蘭しては§84（注53）、イザヤに闘しては§108（注16）、エゼキエルに鑓しては§97（tw125）、ヨ

　　ナに闘しては§105（注172）、ヒドルに関しては§85（彼凱エレミヤ説も、注60）をそれぞれ見よ。エリ

　　ヤはクルアーソでは義しい人（6：85）で、その属がバアル（Ba‘1）に筏るのをやめさせようとした使徒

　　　（37：123～32）とあり、猫澄Qutayba（p．51）では、ヌソの子ヨシュア支族に属し、パアルを崇める

　　Ba‘labakk［ペカー平原の、現レバノン領バアルバックのことか］の建民に遺わしたとある。τabarf（1，

　　pp．540～藪〔lbn王s漁qに基づく〕）では、アッラーはエゼキエルの後、批れたイスラxル人に対して、ア

　　ムラムの子アロソの子エルアザルの子ピネハスの子　Yasfnの予エリヤを預言春として遣わしたとある以

　　外は、以下に書及する聾書に嫌ぼ準ずる。聖書でもイスラエルのアハブ王のバアル崇拝を面幾した、アハ

　　ズヤ王の治世まで活鋤した預書考（列王記上17～19章、21：17～29、列王記下1～2章〉で、イエスの山

　　上の変貌の際に預欝者の代表として現れる（マタイによる福音書［以下、マタと略記］11：14、17：3～虫

　　17：11～12、ルカによる福音書［以下、ルカと略記］1：17）。尚、マスウーディーには、聾鎗激の子簸頭鍵

　　の子にもエリヤという人物が登揚する（§　1447）が、これは瀦入である。エリシャはクルアーソでは轍に

　　秀でた人（6：86）で、優れた人（38：48）とあるに過ぎない［いずれも鞍をal－Yasa‘と蓑記〕が、　Ibn

　　Qutayba（p．52）や墾霞ではイスラエルにおけるエリヤの預言活鋤の後継者（列ヨ三詑上19：矯～21、列董

　　記下2章、3：1三～～8：15，13：14～21など）とある。Taba誠では、主を僑じないイスラエル人たちに畢麩

　　をもたらしたエリヤを或るイスラエル女性が匿い、Akhtabの子エリシャという、彼女の負驚した息子を、

　　エリヤが主に祝って直Lたので、ヱリシャはエリヤを信じて、彼につbて行った（1，p。542）、そしてエリ

　　ヤの緩、エリシャがイスラエル人の預言者となった（1，p．544）、また、　mリシャこそ、サウルに彼の悔搭

　　について知らせるために墓の中から甦った預言春だ（1，p．559）［いずれも1b摂s垣a畦やWahbに塞つく］

　　とある。ズー・ル謹キフルは、文掌どおりは‘分け蔚の持主’の意と思われ、クルアーソでは忍羅強い人

　　　（21：85）、優れた人（38：48＞とあるに過ぎないが，　lbn　Qutayba（p．55）には、イスラエル人で、披ら

　　のもとにいたカナソ（Kan　‘En）という董に避わされ、その王に．儒柳を説ぎ、王に天圏を保証し

　　　（t．　ak　affala）、アッラーに対する真実の称名の欝簡を董に記したので、王は信じ、かのイスラエル人は保

　　証したこと（al－kafalah）によってズー・ル＝”キフルと呼ばれたとある。また奪｝aba實（1，p．364）では、

　　ヨブの子B宝s比にアッラーが預言者として付けた名で、玉3ishrは生涯、シリアに留まり、75歳で没したと

　　ある。その飽、∫ohn　Walkerはズー。ル＝キフルを“2倍（或は2渡）の報償を受け取った考汚という

　　意味にとり、ヨブのことと考える（”Who　is　Dhu’1－Kifi？”，The　1廊」励騙砿）皿（1926），pp．399～401＞

　　が、ムスリムの間では、聖蜜のエゼキエル説を始め、ヨシュア畿、エリヤ説、ザカリア説、更｝こはオバド

　　ヤ（列王記上18：3～4）説、イザヤ説もある（G。Vajda，“Dhu，1－Kiガ，　E．L②，王1，p．242；1。

　　Goldziher，“Dhu，FKifl”，　E．1．①，1　，p．962；Thomas　Hughes，　The　1＞ictiatury　e∫　lslaM，　L◎ndon，

　　1885，pp．114，475，717）。イブソ。イスハークは歴史伝承家で、本稿く1）の欝のp．297参照。

（64）Ibit　Qutayba（p．52）費こマスウーディーとほぼ國じ記述があり［但し、アダクはA曲an］、マスウーデd一

　　の記述はこれに依拠しているのではなかろうか。アダクは不明（イド？）だが、聖書では、ザヵリァはア

　　mソの子孫アビヤ（歴代誌上24：10）寂に属し、アロソ家の娘エリサベトを婁としており（ルカ1：5）、

　　エリサベトは［イエスの鋼マリアの親類（ルカ1：36）とあり、Ya‘qgbf（1，pp．79，81）にもルカの福

　　音書の記述として周様なものが見られる。ところがYa　‘qabf（1，p．74）では、マリアが生まれた蒋、彼女

　　の撮親ハソナ（下記の注66を見よ）から彼女を手渡されたザカリアは、アムラムの子モーセの子孫で、ペ

　　　レクヤ（Barakhiya）の子とある。またTaba㎡（1，pp．711～12）では、ヨハネの父、ザカリヤはべレクヤ

　　の子で、Qabflの子Faqadの娘エリザベト、郎ちハソナの嫡妹と結婚していたとある。ヨハネの父でエ

　　　リサベトの夫であるザカリア（ルカ1章参照）と、ペレクヤ（バラキア）の子である預轡港ザカリア（鷹

　　ゼカリヤ，ゼカルヤ、ゼカリヤ書1～8章，マタ23；35など参照）との混同が見ちれる。クルァーソでは、

　　ザカリアは義しい人（6：85）で、自分の妻はうまずめだが、脅分の子を授け給うよう霊に呼びかけると、
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　　主がヨハネを授けることを告知し、その御徽として3臼問、ザカリアは人々と誕すことができなくなった

　　　（3：38～41，19：2～11，21：89～90）とあり、聾露（ルカ1：5～22）に準ずる。またクルァーソ

　　19：28では、イエスの母マリアに向かって、アロソの嫡嫌と呼びかけており、マスウーディーはこれに従っ

　　ている。聖霞では、アムラムの娘マリァ（獄ミリアム、出エジプト記15：20、昆数寵26：59）と、イエスの

　　愚マリア（マタ1：18，ルカ1：31）とが劉の人物として登婦する。

（65）Ibn　Qutayba（p．52）にも同様な記述［傷し、マーラーソはマタソ（Mathan）〕があり、マスウーディー

　　はこれに依拠していると思われる。Taban一では、マリアの父、アムラムはマタソの子とある（X，pp．711～12）

　　傭、アムラムはソロモソの子孫で、vナセの子アモソのli　YEIshihamの子ともある（1，p．712［lbn王蜘勘

　　に基づく］）。聖露には、ヨヤキムという人物は上記§112に登場したユダの王以外に見当たらず、彼の子

　　は滋ヤキソ（列三1三記下24：6）であり、また、アムラムという名はケハトの子（モーセやミリアムの父、出

　　エジプト詑6：18＞の他、バニ（レビ人で、ゼルパベルと共に捕囚から帰って来た1憲族の盤、エズラ認

　　2：10）の一族（エズラ詑10：34＞としても登場する。　　　　一

（66）Ya　‘qgbf（Lp．74）にも、マリアの撮はハソナで、アムラムの妻とある。　Tabam－（1，pp．721～12）では、

　　アムラムの妻で、マリアの舞に当たる、Fδq偲の娘ハyナは、エリサベトの姉妹とある。聖欝には、ハ

　　ソナという名はサムエルの撮しか見当たらない（サムエル記上1章）。

（67）aバネに蘭しては、クルアーソでは、アッラーはaバネに幼少隠から知恵を授け、アッラーの慈しみと溝

　　瀞な心も授け、彼は敬震にして爾親孝行であり（19：12～15）、アッラーの御欝葉の確証者となり、櫓導者、

　　思慮ある港、預言審にLて義しい人の一人となる（3：39，6：85）。ヨハ1章霧照。彼に魏するその他

　　のことは、下記の注72を見よ。

（68）王bn　Qutayba（p．52）と周一で、　“ユダヤ人は”以下は、　TabarT（1，p．734）も類似。またクルアーソ

　　3：37では、主はマリアの嚢育をザカリアにさせたとあり、Ya　‘qgbf（1，p．74）もそれに従う。

（69）Wahbに拠ると言うIbn　Qutayba（p．52）や、τaba露（1，p．734）と岡様。

（70）　“切り鋼し”以下は、Ibn　Qutayba（p．52）と同一で、全体はTabarf（1，p．734）と類似。尚“アッラー

　　の敵”が、‘Abd　aレHamfd版では欠け、代わりに“アッラーが彼を呪い給うように勝がイブリースに付

　　く。

（71）参照3文献では、いずれも下詑の注82の通り、聖書に従い、マリアとイエスの謡となっている。

（72）9ハネの宣激はマタ3：1～12、マルコによる編音書［以下、マコと略記］1：2～8、ルS3　3：1～20、

　　aハ1：19～28参照。ヨハネ殺害は、聖露ではマタ14：1～12、6：14～29、ルカ9：7～9などにユダ

　　ヤの総督へuデが行なったとあり、Ya‘qObf（1，pp．78～79）でも、ヘロデ（R錠αd鶏s）の兄鵡フィリ潔

　　　（F宝1漁s）の妻の要求に応じてとあるが、Tabarfではイスラエル人の王が姪（1，p．713〔王bn‘Abbasに蕃

　　つく説コ）と、或は自分の或る妻の娘（1，pp．71δ～16［lbn　Mas‘磁健に基づく説］）と結婚したさに、ヨ

　　ハネを殺せという彼女の要求を婁行したとなる。更に、Ibn　Qutayba（p．53）では、ヨハネはアハブ

　　　（Akab）がその妻イゼベル（Aubfl）の計略に乗せられて殺したとある［列王記上18：4など＄照コ。

（73）Tabar£（Lρ．720）にもft様な記述［但し、“Khardgsh”が“Khardgs”、“東方”が“バビロソ”3が晃

　　　られる。ハルドゥーシュとは、ヘロデ（H£raδus，　Ik’“rudCs）のことか。またTab継f（王，p．705）には、

　　イスラエル人がヨハネを殺したので、アッラーはAshak蝕［或はSEbGr（1，p．710）］の子ゴタルゼス

　　　（∫a曲arz，1世の在位は前91～87年頃、11世の在位は38～51年頃）にイスラエル人を再び襲わせたとも

　　ある。更にTaba質には、ネブカドネツァル説（1，p．657，上記注72の王，p．713）や、＄ay聴，rn（ペルシアの

　　低説上の支配巻名）によるネブカドネツァル派遺説（1，p．657［as－Suddf（d．127／744～45）などに基づく〕，

　　上記注72の1，pp．715～16）も挙がるが、　at－Taban一自身は、ネブカドネツァル説を時代が違うとして否定

　　　する（Ta顔，1，P．718）。

（74）Tabarf（1，pp．720～23）では、上記注73の続きとして、以下のような説が挙がっている。　Khardgs　exイ

　　　スラエル人を敗った時、自分の武将の一人Nabtizaradhfin　｝e、エルサレム人の血が自陣に流れるまで彼

　　　らを皆殺しにするよう命じた。Nab肱aradhanは神殿Vこ入り、沸き立つ血を見付け、彼ら｝こ理由を問い

　　ただしたが、彼らの虚書に従って770名の指導春を殺したが、血は齢まらず、更に700名の若者、次いで
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　　7000名の息子たちや妻たちを殺したが、やはり搬は静まらなかった。そこでNabazarδdhanが皆殺しの

　　脅迫によって問い詰めたところ、遂に彼らは葭分たちが殺した洗礼港の血だと欝白し、ようやくにして血

　　は静まった。ところが、聾ab勧aradhanはイスラエル人のアッラーを儒じるようになり、イスラxル入

　　と協力して、彼らの蒙畜を屡り、その血がKhardgsの陣営に流れるようにして、　Khar面sを信じ込ます

　　ことに成功した。その他、Tabarf（上記注72の1，pp．713，7三5～16＞では、ネブカドネツァルは或るイス

　　ラエル人老婆の激示の下、Stバネの童が静まるまで70000名を殺したともある。

（75）Y『a‘⑳bf（1，p．74）も溝様。次文までクルアーソ19：17～22参照。　Tabar費こは、前半部は13載説

　　　（1，p．711）があるが、後半部は次文まで、　Wahbなどに拠るとしてマスウーディーと岡嫌な譜

　　　（王，pp．724～25）が挙がっているoルカ1　：26～27も参照o

（76）Ya　‘qQbf（1，p．74）も濁様。　“イエスは…生まれた”が、　tAbd　aレHa頽d版では“彼女は被を…生んゼ。

（77）　クルアーン3　：45～59など参照o

（78）前灘部（ティペリアスのシナゴーグで30年、或は29年間、彼の民の察教を守り続けた）は不明だが、以下

　　はルカ4：16～21とYa　‘qQbr（1，p．82［但し、キリストが30歳になった時とある］）滲照。イザヤの書に

　　あったという、この蓑現はマタ12：18や、溝3：17，17：5にある。　％我が恵子”が、‘Abd　al－ifamfd

　　版では“我が預雷考”。そして次のキリストの言葉中、“アッラーの御需葉ttが、‘A撮a1一葺鋤短版で

　　は“アッラーの御意恋”。

（79）　lbn　Qutayba（p．53）に岡様な説［但し、“an－Na＄ranTyah”の代わ映こ“餌a§譲rδ（キ1コスト教徒）”］が

　　挙がっている。

（8◎）次文までマタ4：18～22、マコ1：16～20、ルカ5：1～11参照（イエスは、シモソとその兄鶉アソドレ、

　　ゼペタイの子ヤコブとその兄ms　eハネの、計4名の漁師を弟子にする）。そしてギ夢ストの言はマタ

　　4：19、マコ1：17と岡様。尚、Ya‘qgbf（1，p．79）では、マルコによる擾音書の認述として、キリスト

　　は漁師逮のうち、シモソ（Sham　‘an）とアソドレ（ARdarawis）の2名にかの言葉を言い、この2名が

　　彼に従ったという鶏述が見られる。

（81）彼の誕生に関しては、マタ1：18～2：12、ルカ1：26～56，2章や、Ya‘⑳嫉（1，pp。74～76）、　Tabfirf

　　　（1，pp．728～29）、バプテスマのヨハネに翻しては、マタ3：1～12、＝r　＝1：1～8、ルカ3：1～20、

　　ヨハ1：6～42、イエスの洗礼に．翻しては、マタ3：13～17xマコ1：9～蕪、ルカ3：21・v22〔いずれ

　　もsルダソ測にて〕や、Ya　‘qgbf（1，p．76）、40鑓の誘惑がマタ4：i～難、マ諜1：12～13、ルカ4：

　　　1～13や、Ya　‘qgbf（1，p．76）、由上の説藪がマタ5～7章、ルカ6：20～《9などや、　Ya　‘qgbf（1，pp．

　　76～78）、癩病入を癒す奇鋳がマタ8：1～4、マコ三：40～45、ルカ5：ヱ2～16やYa‘qabT（1，p．83）

　　　［聖書にほその他、身体を癒す奇跡が16］、湖の上を歩く奇跡がマタ14：22～33、マコ6：45～52、ヨハ

　　6：15～21［聖書にはその他、自然を超えた奇跡が8〕、悪霊に愚かれたゲラサの人を癒す畜雛がマタ8：

　　28～34、マコ5：1～2◎、ルカ8：26～39［聖書にはその他、悪霊に懲かれた考を癒す奇跡が5］、ヤイ

　　ロの死んだ娘を甦らせる奇跡がマタ9：18～26、マコ5：21～43、ルカ8：40～56［聖書にはその他、

　　死より甦らせる奇跡が2］、そして、初期ユダヤ縫道がヨハ2；i3～4：3、サマリア訪閣がヨハ4：4

　　～42、ガリラヤ転道がマタ4：12～19：1、マコ1：14～IO：三、ルSi　4：14～9：51、　Hハ畦；43～醒，

　　6：1～7：1、エルサレム訪問がヨハ5：1～47、ペレァ（9ルダソ耕下流葉方域）及び後期ユダヤ鍍

　　　道がマタ19～20章、マコ10章、　ノレカ9　：51～19：28、　ヨハ7　：2～11：57、受難がマタ2i～27章、マコll～

　　15章、ルカ19：29～24：1、ヨハ12～19章や、Ya　‘qQbT（1，pp．84～88）を参照。クルアーソでは、イエス

　　はアッラーのお許しにより、血で鳥の形を造り、息を吹き込んで鳥にしたり、盲人と瀬病人を癒したり、

　　死表を甦らせ（3：49，5ほ10）、彼ら（瓢ユダヤ教徒）が殺したのでも、十寧架に付けたのでもなく、

　　アッラーが御許に蕎し上げ給うたのであり（4：三57～58＞、嶽分より後にアフマド（一般にムハソマドの

　　こととされる）という名の使徒が来ることを魯げる（61：6）とある。クルアーソの引用部分は4：158

　　だが、Tabarf（1，p．71ヱ）で壱ま、キリスト教捷たちはイエスが32歳と数目で召L上げられたと述べたと

　　ある。

（82＞キリストとマリアとヨセブの苦難話はマタ2：13～三5，2：19～23、Ya‘qabf（1，p．76）の穂、王bn
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Qutayba（p．53［但し、注72と岡様、アハブの聴代となっている］）にもある。そしてTaba直には、聖

蜜と岡様な記述（1，p．740）の他に、エジプトへ下って行き、当地で12年問マリアがイエスを隠し続けた

が、彼が12歳｝こなった暗、最初の奇跡を行った後、マリアはアッラーの馨示を受け、イエスと共にパレス

ティナへ上がって行ったという記述（1，pp．729～31）もある。

言丁　　正

①　綴の本文の第2段落（p．288，11．26～27）『階代の情報、そして…』ゆ『時代の憶報と、時の選命に滅ぼさ

　　れた過虫の罠族やいにしえの世代や消え去った王闘の傍報』

②Wの本文§49（p．273，1．3）その名はアベルであると考えfcigもいるが［〉その名はカービール（Qabfl，カイソのこと）

　　であると考えた者もいるが

（1992．　　9．　16　　受理）
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